
 【今後の対策】
●児童など歩行者の安全確保を最優先に、令和８年度にハンプを増設。
●減速効果を高めたうえで、「スムーズ横断歩道」の整備を検討。
●住民や学校関係者等と協議を行いながら整備を進めます。
●アンケートでのご意見も参考に、歩行者が安心して利用できる道路環境づくりを進めます。

 【住民アンケート結果（回答数130人）】
　豊浦中学校線の近隣住民や学校関係者を対象として、実証実験に対するアンケート調査を
実施しました。

1. 大幅に改善した

2. やや改善した

3. あまり変わらない

4. かえって危険を
　感じる

1：22件（17％）

2：74件（57％）

3：22件（17％）

4：12件（9％）

74％が「改善」
と回答

1. ほとんど感じない

2. 少し不便だが
　安全のために必要

3. 不便を強く感じる

4. 利用を避けるよう
　になった

1：81件（62％）
2：35件（27％）

3：9件（7％）

4：5件（4％）

89％が
「不便なし・必要」

と回答

▲スムーズ横断歩道の参考写真

問□　総務課 交通防災DX推進係 　☎83−1417

「スムーズ横断歩道」の導入は「スムーズ横断歩道」の導入は

※ハンプと横断歩道を一体化させ横断者
の安全性を向上させる手法

9595％％がが賛成賛成

Q. ハンプやポールの設置による
　 安全面の変化

Q. 通行への不便

ご不便をおかけしますが、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。
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